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「インフルエンザ」について冬の感染症

友部小学校５年生　医療教育モデル事業

募集人員：５名程度
雇用期間：採用から2020年３月31日まで
　　　　　契約更新有り（条件有り）
業務内容：医師が行う事務作業の補助をする業務

です。
電子カルテへの診察記録の代行入力
診察に関するデータの抽出、作成
各種保険の診断書や証明書などの作成
代行
カンファレンスの準備及び資料・議事
録の作成など

必要経験：医事業務の経験等があることが望まし
いが、未経験者でも可。パソコンスキ
ル（エクセル・ワード）

賃　　金：時給1,141円、他に賞与あり
　　　　　（院内保育所：空きがある場合は利用可）
勤務時間：原則９:00～16:00（週29時間勤務）

ドクターズ・クラーク（医師事務作業補助者）の募集

ご連絡先：事務局総務課　黒澤
　　　　 ☎0296－77－1121（内線2024）

多くの女性スタッフが活躍中！
仕事と家庭の両立もサポート。

　当院では、平成12年３月から毎年地域の皆様を対象とした公開講座と医療相談等を行っており、
今回で24回目を迎えます。
　今回は、「茨城県立中央病院におけるロボット支援手術への取り組み」をテーマとして、当院医
師による講演会を行います。また、専門医による医療相談や管理栄養士による栄養相談、看護師に
よる看護相談、薬剤師によるお薬相談、ソーシャル・ワーカーによる医療費相談を行いますので、
お気軽にご相談ください。

「ロボット支援手術のこれまで―日本の現状―」

「泌尿器科のロボット支援手術」

「子宮体癌に対するロボット支援手術」

「肺がんのロボット手術について」

第24回　公開講座開催のおしらせ

日　　時　令和２年２月29日㈯
　　　　　医療相談等：12:30～13:30　講演：13:30～15:15
会　　場　当院　外来ホール、内科診察室
申込方法　講演に参加される方は、事前に「参加申込書」をご提出ください。

参加申込書は当院窓口などに置いてあります。また当院ホームページからダウン
ロードできます。必要事項をご記入のうえ、直接総合受付にご提出いただくか、
FAXまたはＥメールでお申込みください。お電話でのお申し込みも承ります。

問合せ・参加申し込み先　茨城県立中央病院総務課
　　　　　　　　　　　　電話 （0296）77-1121　内線2016（平日：月～金曜８:30～17:00）
　　　　　　　　　　　　FAX （0296）77-2886
　　　　　　　　　　　　Ｅ-mail  soumu@chubyoin.pref.ibaraki.jp

※講演に参加される方は、事前にお申し
込みをお願いします。

※医療相談等は当日受付での先着順
になります。応募者多数の場合は、時
間の都合でご相談をお断りすることが
あります。
※参加費は無料です。

講演内容



　当院は先進的医療を担う自治体病院です。感染症を持っている患者
様に対して感染対策を実施するとともに、感染を受けやすい患者様を
含め病院を出入りする全ての方々（患者様、そのご家族様、ご面会の
方々）を病院感染から守る責務があります。
　感染制御室は、感染対策に関する基本的姿勢を全職員に周知し、全
職員が理解及び実践し安全な医療を提供できるよう取り組んでいま
す。感染症発生状況を監視、感染症に関する相談、行政との情報共有
などを行っています。

Q：はじめに、インフルエンザと風邪の違いについて教えていただけますか。
橋本医師（以下、橋本）：どちらもウイルスによって、咽頭痛、鼻汁、
咳など症状が出ますが、風邪にくらべてインフルエンザは、症状も感染
力も強く、重症な合併症を起こすこともあります。
Q：インフルエンザの症状はどのようなものがありますか。
橋本：突然の38℃以上の熱、頭痛、関節痛、
筋肉痛、倦怠感などから始まり、その後、咳、
鼻汁などが1週間ほど続きます。しかし、全く
症状のない例や、感冒様症状のみでインフルエ
ンザに感染していることを本人も気が付かない
軽症の例も少なくありません。
Q：人によって症状もそれぞれなのですね。では
インフルエンザの合併症についても教えていただけますか。

橋本：インフルエンザは、肺炎、気管支炎、時に脳炎、急性脳症、異常行動などを併発して重症化し、死
に至ることもあります。特に高齢者や乳幼児など抵抗力の弱い人、慢性疾患で体力が衰えている人ほど重
症化しやすくなります。また、細菌性肺炎の原因となることもあります。
Q：それと、抗菌薬はインフルエンザに効果はあるのでしょうか？
橋本：インフルエンザウイルスに抗菌薬は効きません。しかし、インフルエンザにかかることにより肺炎
球菌などの細菌にも感染しやすくなるため、細菌感染の合併に対する治療として、抗菌薬等が使用される
ことはあります。
Q：風邪は年中みられるのに、インフルエンザが冬に激増するのはなぜですか。
橋本：インフルエンザウイルスは、気温20℃以下、湿度20％程度を好むため、夏にはごく小規模な感染
しかおこさないと思われます。また冬は、窓を閉め切ることが多いことも、蔓延を助長していると考えら
れます。
Q：ワクチンの接種を受けても、インフルエンザにかかることがあります。ワクチンは効果があるのですか?
橋本：インフルエンザウイルスは鼻や気道の細胞で増殖しますが、インフルエンザワクチンは、細胞への
侵入を完全に防ぐというものではありません。しかしウイルスの増殖などを阻害し、ある程度は発病を抑
えることができ、症状が重くなることを阻止する効果があります。（報告では、65歳以上の老人福祉施
設・病院に入所している高齢者については34～55％の発病を阻止し、82％の死亡を阻止する効果があっ
たとされています。）
Q：それから、ワクチンは毎年接種した方が良いでしょうか。
橋本：通常成人では1回の接種で2週後から血中の抗体の量が増え始め、４
週でピークに達し、３～５カ月後から低下するため、翌年には効果は期待で
きません。また、インフルエンザウイルスは、頻繁に小変異をおこすため、
昨年のワクチンは、今年流行するインフルエンザとは型が違い、免疫効果が
出ない可能性が高いのです。

　冬の季節に大流行するインフルエンザ。インフルエンザの感染力は強く、発症すると本人がつらいのは
もちろん、免疫力や抵抗力の弱い乳幼児やお年寄り、持病がある方にとっては命にかかわる場合もありま
す。感染を防ぐためには、まず正しく理解することが大切です。今回は呼吸器内科部長 兼 感染制御室長の
橋本幾太先生にお話をうかがいました。

Q：では、インフルエンザにかかった時はどうすればよいですか？
橋本：①具合が悪ければ早めに医療機関を受診しましょう。

②安静にして、休養をとりましょう。特に、睡眠を十分にとること
が大切です。
③水分を十分に補給しましょう。お茶でもスープでも飲みたいもの
で結構です。
④咳やくしゃみ等の症状のある時は、周りの方へうつさないため
に、不織布製マスクを着用しましょう。
⑤人混みや繁華街への外出を控え、無理をして学校や職場等に行か
ないようにしましょう。

Q：ちなみに、インフルエンザはどのように感染するのでしょうか。
橋本：インフルエンザの人が１回くしゃみをすると、200万個のウイルス
が半径1.5メートルに飛散して、周囲の人の鼻や口からウイルスが侵入し
て感染します。また、くしゃみを手で押さえたりしたときに手についたウ
イルスを、知らぬうちに触れたものに付けてしまうことがあります。そこ
を知らずに触った人の手にウイルスが付着して、その手で鼻や口に触れる
ことにより感染することもあります。
Q：最後にインフルエンザの予防はどのようにしたらよいか教えて下さい。
橋本：ワクチンの接種はもちろん、規則正しい生活をして免疫力を高めておきましょう。また、４ページ
にあります「正しい手洗い」や「マスクの付け方」、「咳エチケット」など正しい知識を身につけ、最大
限の予防をしましょう。その実践こそが自分自身だけでなく、周りの方の感染を予防します。

冬の感染症
「インフルエンザ」について

－感染制御室より当院の感染対策についてご紹介します－

はしもと　　　いく　た

ささじま　　　じゅんこ

呼吸器内科部長 兼 感染制御室長

橋本　幾太

感染管理認定看護師

笹嶋　純子

来院時、発熱、風邪症状（咳・鼻水・咽頭痛など）、関節痛、倦怠感がある場合は、
受付へ早めにお申し出ください。また、来院時はマスクを着用し、廊下に設置
されているアルコールで手指消毒を診察前後、食事前後、トイレ後に行うよう
お願いします。

マスクを着用して、病棟入口や病室前にあるアルコールで必ず手を消毒してか
ら室内へ入るようお願いします。また、お帰りの際も手の消毒をお願いします。
面会時の注意点については、院内ポスターをご覧ください。患者様を守るため
にご理解、ご協力をお願いします。

－インフルエンザ対策について 皆様へのお願い－

当院を受診
される方

ご面会
される方
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糖尿病看護認定看護師
つつみ　　　　　　　　　　　　 ふじ　た　 　　　ゆ　　か

堤　まゆみ・藤田　由佳当院で活躍する認定看護師

　糖尿病治療の目標は、「健康な人と変わらない日常
生活の質の維持と健康な人と変わらない寿命の確保」
です。そのためには血糖・体重・血圧・血清脂質の
良好なコントロール状態の維持が大切であり、それ
が合併症の発症、進展の阻止につながります。
　私達の役割は、患者様やご家族が糖尿病とうまく
付き合いながら生活できるように一緒に考えていく
ことです。看護外来では、血糖値等検査データから
の振り返りやフットケア（足の観察やお手入れ）、
インスリン注射や血糖測定等療養指導を行っていま
す。そこでは多くの患者様やご家族との出会いがあ
ります。その出会いから、多くの事を学ばせていた
だいております。今後も、患者様・ご家族に寄り
添った看護が提供できるように努めてまいります。

いざ
実践！

できていますか？正しい手洗い ～インフルエンザを含む感染症予防の基本は手洗いです！～

正しいマスクの装着法

咳エチケット

●服の袖で
　口と鼻を覆う

さあ みんなでインフルエンザ
予防対策をしましょう

マスクを付けるとき
●鼻・口・あごを完全に覆う。
●鼻の形に合わせて、ワイヤーを折り曲
げ、マスクと顔面に隙間が出来ないよ
うフィットさせる。

マスクを外すとき
●マスクの表面は触らないようにする。
●耳付近のゴムをつかんで外し、直ちに
ゴミ箱へ捨て、手を洗う。

①手を洗うときは、時計や指輪をはず
す。
②爪は短く切っておく。
③流水で手を十分に濡らす。
④液体せっけんなどを用い、洗い残し
の多い部位(指先、指の間、手首お
よび親指の付け根)に注意して、約
20秒程度、手指全体を強くこすり
合わせる。
⑤手の高さは腕より低くして、指先か
ら水が落ちるように流水ですすぐ。
⑥すすぐときに、水が衣類や床に飛び
はねないようにする。
⑦洗い終わったら、ペーパータオルな
どを用いて、両手を完全に乾かす。
⑧水道の栓は、できるだけ直接手で触
らないようにして閉める。(手の再
汚染を防止するため)

NG！ OK！

●そのまま咳をする ●手で押さえる ●マスクをする ●ハンカチやティッシュで
　口・鼻を覆う

　生まれは長州萩です。天狗党に賛同するつもりはありませんでしたが、
学生時代からレジデント期間を主に筑波で過ごしました。その後に紆余曲
折があり、水戸斉昭に啓発された訳でもありませんが、最近まで日立にお
りました。この10月に笠間に赴任してきました。九ちゃんの唱、とくに
『上を向いて夜空の星をみよう』などは好きなので（但し歌詞の内容に天
体観測上の大きな誤謬があることは気になります）この地で働くことに縁
を感じます。日本天文学会準会員として『脳神経外科疾患に関わる宇宙
論』をライフワークとして、皆様方のご指導を賜りながら、笠間市を中心
とした茨城県中央地域の医療の発展に携わっていきたいと思います。

脳神経外科　部長（脳血管障害・脳腫瘍担当）　木村　　泰
き　むら　　　　　ひろし

　2019年10月から当院循環器外科で勤務しています。医師としてもう
20年を超えてしまいました。茨城県は自然が多く住み心地がよく、その
大半を同県で過ごしています。専門は主に成人心臓大血管領域の外科的治
療ですが、下肢静脈瘤などの末梢血管治療も多数経験しています。地域の
一員として頑張りますのでよろしくお願い致します。趣味は水泳や登山を
していますので、仕事以外でもお気軽に声をかけてくだされば幸いです。

循環器外科　部長（大動脈疾患担当）　森住　　誠
もり ずみ　　　　　 せい

は じ め ま し て！ 新入職員のご紹介

～手洗いの方法～

※手洗い後、ハンドクリーム等の保湿剤を使用するなどして手荒れ対策
　にも気をつけましょう。
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トピックス

　11月14日の世界糖尿病デーにちなんで、当院でも11月12日～15
日に糖尿病週間イベントを開催しました。掲示物や冊子の展示で糖尿
病の予防や治療についての周知を図るとともに、気軽に糖尿病のこと
や健康について相談できる療養相談コーナーや血圧・血糖・体脂肪測
定コーナーを設け、連日たくさんの方にお越しいただきました。

　年に一度、当院では地域の病院・診療所との連携を深
めるために懇談会を開催しております。当院を少しでも
皆さんにご理解いただくため、年度ごとにテーマを決
め、そのテーマに沿った診療科から講演をいたします。
今年は小児科、内分泌代謝・糖尿病内科、消化器外科、
そして開催以来、初めて、精神科と歯科口腔外科も登壇
し、講演を行いました。歯科診療所にもご案内しました
所、反響が大きく、かつてない参加者数となりました。
診療が終わってからの遅い時間からの開催にも関わらず、遠方からの参加もあり、地域からの期待の
大きさに身が引き締まる思いでした。また、開催にあたり、ご意見を賜りましたところ、こちらも過
去最大の反響でした。時間の関係上、個別に回答はできませんでしたが、しっかり受け止め、できる
ところから対応して参りたいと存じます。貴重なご意見をありがとうございました。

　８月31日、「ファッションクルーズニューポートひたちなか」に
て、茨城県保健福祉部疾病対策課がん対策推進室により「がん検診推
進強化月間」の一環で、がん相談支援センターの啓発を行いました。
県民の皆様に、がん相談支援センターを知っていただけるよう、啓発
グッズやリーフレットを配布しました。「がん検診はどこで受けられ
るの？」「もし私や家族が、がんと言われたらどこで相談できる
の？」等のご質問をいただきました。今後も、身近で気軽に利用でき
る「がん相談支援センター」を目指してまいります！！

　10月19日につくば市のつくば国際会議場
で、11月２日に水戸市の茨城県総合福祉会
館で県民の皆さまへの普及啓発を目的にがん
県民公開セミナーを開催しました。今年の
テーマは「新時代・肝胆膵がんへの挑戦」。
消化器内科、消化器外科の医師より肝臓が
ん、胆道がん、膵臓がんそれぞれに関する内
科治療と外科治療について、現状や今後の展
望を含めてお話いただきました。

●ほどよく専門的知識が得られるちょうど良いレベルのセミナーでした。この時間でこれだけ密度
の濃い情報が得られるのは大変貴重な機会でした。●「がん」に対する知識が増えました。参考に
したいと思います。●各先生方が熱心に討論していただき、大変ありがたかったです。●難しいガ
ンについて内科・外科の両方向からお話を伺って分かりやすかったです。●それぞれのがんについ
てもっと詳しく聞きたい。●臨床の現場でかつ第一線で活躍している先生から直接話を聞くことが
出来る貴重な機会なので、毎年参加しています。

がん県民公開セミナーを開催しました

テーマ

「肝臓がんの内科治療・外科治療」

㈱日立製作所日立総合病院 
　消化器内科 副院長　　　鴨志田　敏郎先生

東京医科大学茨城医療センター 
　消化器外科 主任教授　　鈴木　修司先生

総合病院水戸協同病院 
　消化器内科 部長　　鹿志村純也先生

茨城県立中央病院 
　消化器外科 医長　　工藤　宏樹先生（つくば会場）

茨城県立中央病院 
　消化器外科 医長　　奥村　貴之先生（水戸会場）

筑波大学附属病院 
　消化器内科 講師　　森脇　俊和先生

総合病院土浦協同病院 
　消化器外科 部長　　伊東　浩次先生

テーマ

「胆道がんの内科治療・外科治療」

テーマ

「膵臓がんの内科治療・外科治療」

糖尿病週間イベント

地 域 医 療 連 携 懇 談 会

がん相談支援センター PR活動報告

　10月29日「～こころ温まる癒しの時間の
お誘い～秋の小さな音楽会」を開催しまし
た。歌手の新宮由理さん、森美佳さんとピア
ニストの芦沢真理さんによる秋の童謡メド
レーなど美しい歌声と演奏を深まりゆく秋の
夜長と共にお楽しみいただきました。

　12月３日ＰＣＵ病棟にてクリスマス会が
開かれました。スタッフのハンドベルの演奏
やご参加された皆さんと一緒にクリスマスソ
ングを歌ったり、楽しい時間を過ごすことが
できました。サンタさんからクリスマスプレ
ゼントも配られ、皆さんとってもうれしそう
でした！

♪秋の音楽会♪

ＰＣＵクリスマス会が
開かれました！

ご参加いただいた方からの感想

6



トピックス

　11月14日の世界糖尿病デーにちなんで、当院でも11月12日～15
日に糖尿病週間イベントを開催しました。掲示物や冊子の展示で糖尿
病の予防や治療についての周知を図るとともに、気軽に糖尿病のこと
や健康について相談できる療養相談コーナーや血圧・血糖・体脂肪測
定コーナーを設け、連日たくさんの方にお越しいただきました。

　年に一度、当院では地域の病院・診療所との連携を深
めるために懇談会を開催しております。当院を少しでも
皆さんにご理解いただくため、年度ごとにテーマを決
め、そのテーマに沿った診療科から講演をいたします。
今年は小児科、内分泌代謝・糖尿病内科、消化器外科、
そして開催以来、初めて、精神科と歯科口腔外科も登壇
し、講演を行いました。歯科診療所にもご案内しました
所、反響が大きく、かつてない参加者数となりました。
診療が終わってからの遅い時間からの開催にも関わらず、遠方からの参加もあり、地域からの期待の
大きさに身が引き締まる思いでした。また、開催にあたり、ご意見を賜りましたところ、こちらも過
去最大の反響でした。時間の関係上、個別に回答はできませんでしたが、しっかり受け止め、できる
ところから対応して参りたいと存じます。貴重なご意見をありがとうございました。

　８月31日、「ファッションクルーズニューポートひたちなか」に
て、茨城県保健福祉部疾病対策課がん対策推進室により「がん検診推
進強化月間」の一環で、がん相談支援センターの啓発を行いました。
県民の皆様に、がん相談支援センターを知っていただけるよう、啓発
グッズやリーフレットを配布しました。「がん検診はどこで受けられ
るの？」「もし私や家族が、がんと言われたらどこで相談できる
の？」等のご質問をいただきました。今後も、身近で気軽に利用でき
る「がん相談支援センター」を目指してまいります！！

　10月19日につくば市のつくば国際会議場
で、11月２日に水戸市の茨城県総合福祉会
館で県民の皆さまへの普及啓発を目的にがん
県民公開セミナーを開催しました。今年の
テーマは「新時代・肝胆膵がんへの挑戦」。
消化器内科、消化器外科の医師より肝臓が
ん、胆道がん、膵臓がんそれぞれに関する内
科治療と外科治療について、現状や今後の展
望を含めてお話いただきました。

●ほどよく専門的知識が得られるちょうど良いレベルのセミナーでした。この時間でこれだけ密度
の濃い情報が得られるのは大変貴重な機会でした。●「がん」に対する知識が増えました。参考に
したいと思います。●各先生方が熱心に討論していただき、大変ありがたかったです。●難しいガ
ンについて内科・外科の両方向からお話を伺って分かりやすかったです。●それぞれのがんについ
てもっと詳しく聞きたい。●臨床の現場でかつ第一線で活躍している先生から直接話を聞くことが
出来る貴重な機会なので、毎年参加しています。

がん県民公開セミナーを開催しました

テーマ

「肝臓がんの内科治療・外科治療」

㈱日立製作所日立総合病院 
　消化器内科 副院長　　　鴨志田　敏郎先生

東京医科大学茨城医療センター 
　消化器外科 主任教授　　鈴木　修司先生

総合病院水戸協同病院 
　消化器内科 部長　　鹿志村純也先生

茨城県立中央病院 
　消化器外科 医長　　工藤　宏樹先生（つくば会場）

茨城県立中央病院 
　消化器外科 医長　　奥村　貴之先生（水戸会場）

筑波大学附属病院 
　消化器内科 講師　　森脇　俊和先生

総合病院土浦協同病院 
　消化器外科 部長　　伊東　浩次先生

テーマ

「胆道がんの内科治療・外科治療」

テーマ

「膵臓がんの内科治療・外科治療」

糖尿病週間イベント

地 域 医 療 連 携 懇 談 会

がん相談支援センター PR活動報告

　10月29日「～こころ温まる癒しの時間の
お誘い～秋の小さな音楽会」を開催しまし
た。歌手の新宮由理さん、森美佳さんとピア
ニストの芦沢真理さんによる秋の童謡メド
レーなど美しい歌声と演奏を深まりゆく秋の
夜長と共にお楽しみいただきました。

　12月３日ＰＣＵ病棟にてクリスマス会が
開かれました。スタッフのハンドベルの演奏
やご参加された皆さんと一緒にクリスマスソ
ングを歌ったり、楽しい時間を過ごすことが
できました。サンタさんからクリスマスプレ
ゼントも配られ、皆さんとってもうれしそう
でした！

♪秋の音楽会♪

ＰＣＵクリスマス会が
開かれました！

ご参加いただいた方からの感想

7



6
エコス

いばらき中央
認定こども園

郵便局

茨城町
役場

奥谷
立体

青葉中

涸沼川

井出整形
外科内科
クリニック

友部
駅

友部中

郵便局
友部公民館

カスミ

水戸
線

常
磐
線

あやか内科
クリニック

43

岩間二小
八龍神社

涸沼川

菅谷歯科医院
常
磐
自
動
車
道

ツルハドラッグ

トライアル

ウエルシア

カスミ

ヒーロー
郵便局

すみれこども園

友部二中

あさひ歯科
クリニック

ここでは患者さんやご家族の日常的な治療や健康管理を考えてくれる、地域の身近で気軽に相談
できるかかりつけ医である医療機関をご紹介します。連携医療機関のご紹介

あやか内科クリニック
院長　白土　綾佳

菅谷歯科医院
院長　菅谷　和徳

■所在地：笠間市押辺513
■電　話：0299-45-8360

■診療受付時間：午前９:00～12:00、
　　　　　　　　午後14:30～18:30（土曜日17:30）
■休診日：木曜・日曜・祝日

■所在地：茨城町小堤1144-1
■電　話：029-219-2556
■診療科：内科、整形外科、小児科、皮膚科、泌尿器科

■診療受付時間：月火木金→午前8:30～12:30、
　午後14:00～18:00／水土→午前8:30～12:30
■休診日：水曜午後・土曜午後・日曜祝日

■所在地：笠間市八雲2丁目5-25
■電　話：0296-71-3022
■診療科：内科、循環器内科、消化器内科、認知症

■診療受付時間：午前9:00～12:00、午後14:00～18:00
■休診日：木曜・土曜午後・日曜・祝祭日

かかりつけ医を
持ちましょう

あさひ歯科クリニック
院長　片岡　　優

■所在地：笠間市旭町92-4
■電　話：0296-78-0821
※WEBで診療予約可能

■診療受付時間：午前9:00～12:00　午後14:00～18:30
※木曜・土曜の午後は18:00まで診療。日曜日は月２回診療。
■休診日：日曜午後

井出整形外科内科クリニック
院長　井出　　誠

　当院は茨城町役場に隣接しております。院長
（井出誠）は国立水戸病院時代に主に外科・整形
外科の診療を行い2004年1月に開業。副院長（井
出健太郎）は研修医時代に茨城県立中央病院にて
お世話になり、その後千葉県旭中央病院消化器内
科での勤務を経て当院へ。
　内科・整形外科を主として、小児科・皮膚科・
泌尿器科など可能な範囲で対応しており、困った
ときの窓口の一つとして機能していければと考えており
ます。胃カメラや腹部エコー、腰痛・肩痛などの部位に
電気療法・温熱療法や、イボの液体窒素治療、多種のワ
クチン接種も取り扱っており、最近では睡眠時無呼吸症
候群の検査治療やスギ花粉症の免疫舌下療法も実施しております。予約
制ではないので気の向くまま来院して頂ければ幸いです。

　平成29年１月に開院し、３年目を迎えようとして
います。頼れるかかりつけ医を目指して全身を診る
一方で、コウノメソッドによる認知症診療、メガビ
タミン療法などの新しい治療にも積極的に取り組ん
でいます。全て医者にお任せという従来の姿勢か
ら、健康は自らの手で作るという姿勢をサポートし
ます。
　診察室内のみでの情報提供に限界を感じ、必要な
知識を多くの方に届けることを目的に、今年４月に
市内の有志と「薬にたよらず健康をつくる会」を立
ち上げました。講演や映画上映、ブログやニュース
レターなどで積極的な情報発信を行っています。
「病気にならない」予防と「病気になっても大丈
夫」な診療・環境が整う社会を目指します。

　2000年に旧友部町に開業して、オリンピックイヤーで20年と
なります。『当院は都心レベルの治療を茨城で』をコンセプト
に、最新の設備（オペ室、CT、マイクロスコープ、セレック、
レーザー、iTERO）と知識、技術を駆使し、日々診療しており
ます。特にインプラント治療は20年の経験と実績がありますの
で、何でもお気軽にご相談ください。また、矯正治療はワイ
ヤーを使用しない目立たないマウスピースによる矯正（インビ
ザライン）を中心に矯正認定医が治療にあたっております。ま
た、７名の歯科衛生士が、予防、メインテナンス、周産期の口
腔ケア（県中と連携）を行っております。
　かかりつけ歯科で定期検診とメインテナンスを受ける事で、
健康寿命を伸ばし、クオリティー・オブ・ライフを高める手助
けをしたいと考えております。

　当院は平成４年に開業して以来27年になります。一般歯科を
中心に行っております。地域がら公共機関の便は悪く車で来院
される方がほとんどですが、駐車スペースは十分にあります。
近所のお年寄りの方が多く、自転車や徒歩で来られますので大
変重宝されております。一応予約制ですがどちらかと言うとあ
まり厳格ではなく、昔ながらののんびりとした体制で日々診療
しています。
　高度歯科治療は行っておりませんが、口腔外科や矯正治療や
インプラントでも信頼のおける先生に紹介いたしております。
また、茨城県立中央病院と地域医療連携を行っていて、周術期
口腔機能管理を行っております。これからも地域歯科医療に貢
献していきたいと思います。
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病院長メッセージ

　放射線診断科は患者さんには馴
染みが薄いかもしれませんが、病
院において実はとても大切な仕事
をしています。最近、ラジエー
ションハウスというドラマにもな

りました放射線技師が撮影した主にCT、MRI、消化管造影、核医学検査（PETなど）などの画
像検査に対し、放射線診断科は画像診断レポートを作成し、各診療科をサポートしていま
す。このように、画像診断はあらゆる臓器が対象となるため範囲も非常に広く様々な知識が
必要となります。また、放射線技師が撮影する画像検査に対し、我々放射線診断医が依頼内
容に適した最適な撮影方法、撮影条件などを指示し個々の患者さんにおいてよりよい、適切
な画像を撮影しています。
　そして、放射線診断科では画像診断以外にもIVR（interventional radiology：画像誘導下治
療）で直接患者さんの治療も行い、様々な科をサポートしております。IVRも同様に馴染みが
薄いと思いますが血管造影・超音波・CTなどの画像ガイド下に経皮的に行う治療で、腫瘍や
血管病変など全身の幅広い疾患に低侵襲性治療を行っています。IVRの手技としては根治的
治療困難例や多発する肝細胞癌に対する肝細胞癌の治療である経皮的肝動脈化学塞栓療法
（TACE）や出血に対するカテーテルを用いた血管塞栓術やCT、超音波を用いて膿瘍（膿）に針
を刺し、ドレナージ（※）を行ったりしています。当院のIVRの特色としては全国に十数台し
かない装置を導入しており、腎癌を凍らせて治療する凍結治療を行っています。緊急時でも
24時間対応できるようにIVRではオンコール体制を取っています。
　現在、医療スタッフは放射線診断医４人、放射線技師30人（放射線治療技師：８人）、看護
師４人、受付４人で日々の診療を行っています。また、他の診療科とカンファレンスを定期
的に行い、困難な患者さんの治療方針を一緒に考え、検討もしています。それから、周辺医
療機関からの画像検査も地域医療連携室を通し積極的にお受けしており、画像診断レポート
を作成し依頼元に返信をしています。
　今後ともよろしくお願い申し上げます。

　地域連携機関の皆さま方には当院の地域連携に格別のご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　また、患者さんにおかれましても常日頃ご支援をいただき、誠にあり
がとうございます。地域連携だよりのコーナーでは当院の情報をお知ら
せいたしますので、今後ともよろしくお願いいたします。

ー第19回ー

「女性に優しい国」

茨城県立中央病院
茨城県地域がんセンター

よし　 かわ　  ひろ     ゆき

病院長 吉川裕之

各診療科のご紹介

地域連携
だより

部長　児山　　健
こ　やま　　　　　　けん

放射線診断科・ＩＶＲ

　医療の現場から女性が暮らしやすい国について
考えるとき、思い出すことがあります。それは私が
総合診療医（病気を心身から全体的に診療する医
師）について検討する委員会に加わった時のこと
です。総合診療医は年齢にかかわらず診療すると
いう観点から、診療に小児も含むという点につい
ては複数の人の意見の一致がありましたが、性別
にかかわらずという点については消極的で、それに
加え、妊娠女性を対象にしたくないという雰囲気
を感じました。一方、アメリカの家庭医は分娩にさ
え関わることがあるので、妊娠女性の内科的診察
も当然行います。また、妊娠前に利用する妊娠前
相談は家庭医の仕事であり、妊娠後も妊娠のリス
ク評価や喫煙・飲酒、葉酸の摂取、子宮頸がん検
診、ワクチン接種、内科合併症に対する薬剤の調整
（安心な薬への変更）などについても相談に乗っ
ています。それに比べると本邦の医師は一般的に
妊娠と薬について無関心であるように見受けられ
ます。ひとつ例をとってみますと妊娠中・後期に降
圧剤として投与されたACE-IやARBによって胎児
死亡が少なからず起こっているのです。それは本
邦の医薬品添付文書では降圧剤に関して、さほど
危険でない薬剤にまで禁忌になっているために、
本当に禁忌な薬剤を理解していない医師が多いよ
うに思います。
　もう一つ最も有名なケースに経口避妊薬（ピル）
があります。中用量ピルの時代を含めると欧米に
比べて、承認は1960年から実に40年も遅れ、世
界で最も遅い1999年に承認されています。しか
し、望まない妊娠を避けるために自費で経口避妊
薬を服用することを40年間も承認しなかったにも

かかわらず、バイアグラに関しては申請からわずか
半年で承認されているのです。低用量ピルの承認
に反対したのはHIV感染症（エイズなど）の専門
家でありましたが、その多くは男性研究者であり、
また承認について関与したのも40~60歳代の男
性役人でした。望まない妊娠を予防する手段の重
要性を知るのは女性であるのにもかかわらず、女
性が承認の決定に関わっていなかったのです。ま
た、この当時のマスメディアには現在ほど女性も
多く活躍しておらず、10代女性が中絶しているこ
とも、その父親が知ることはあまりありませんでし
た（母親は知っていても）。本邦での承認後、最
近、経口避妊薬は３％～６％（欧米では50～
60％）と急に普及が始まり、現に10代の中絶は減
少しています。
　私が日本産婦人科学会で周産期の医師不足対
応の担当になった2005~６年には、多くの新聞
社、テレビ局の担当記者に女性が増えてきたこと
により、我々の訴えに耳を傾けてくれ、周産期医
療の実情を理解し、社会に向け情報発信してくれ
たように思います。男性記者中心なら、このような
改革は進まなかったであろうと思います。おそら
く、今なら経口避妊薬を承認しないようなことが
起こったとしたら、女性記者をはじめ、女性役人、
女性医師などが黙っているとは思えません。女性
のＱＯＬ（生活の質の向上）を高める重要な意思
決定の場に女性を参加させていないのは問題で
す。今後はこのような場にもきちんと女性も参加
し、本邦が真に女性が暮らしやすい国＝女性に優
しい国に変貌することを期待したいと思います。（※）カテーテルなどを用いて、血液、膿、滲出液、消化液など体内に貯留した液体を体外に排出する

　　　ことをいいます。
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病院長メッセージ

　放射線診断科は患者さんには馴
染みが薄いかもしれませんが、病
院において実はとても大切な仕事
をしています。最近、ラジエー
ションハウスというドラマにもな

りました放射線技師が撮影した主にCT、MRI、消化管造影、核医学検査（PETなど）などの画
像検査に対し、放射線診断科は画像診断レポートを作成し、各診療科をサポートしていま
す。このように、画像診断はあらゆる臓器が対象となるため範囲も非常に広く様々な知識が
必要となります。また、放射線技師が撮影する画像検査に対し、我々放射線診断医が依頼内
容に適した最適な撮影方法、撮影条件などを指示し個々の患者さんにおいてよりよい、適切
な画像を撮影しています。
　そして、放射線診断科では画像診断以外にもIVR（interventional radiology：画像誘導下治
療）で直接患者さんの治療も行い、様々な科をサポートしております。IVRも同様に馴染みが
薄いと思いますが血管造影・超音波・CTなどの画像ガイド下に経皮的に行う治療で、腫瘍や
血管病変など全身の幅広い疾患に低侵襲性治療を行っています。IVRの手技としては根治的
治療困難例や多発する肝細胞癌に対する肝細胞癌の治療である経皮的肝動脈化学塞栓療法
（TACE）や出血に対するカテーテルを用いた血管塞栓術やCT、超音波を用いて膿瘍（膿）に針
を刺し、ドレナージ（※）を行ったりしています。当院のIVRの特色としては全国に十数台し
かない装置を導入しており、腎癌を凍らせて治療する凍結治療を行っています。緊急時でも
24時間対応できるようにIVRではオンコール体制を取っています。
　現在、医療スタッフは放射線診断医４人、放射線技師30人（放射線治療技師：８人）、看護
師４人、受付４人で日々の診療を行っています。また、他の診療科とカンファレンスを定期
的に行い、困難な患者さんの治療方針を一緒に考え、検討もしています。それから、周辺医
療機関からの画像検査も地域医療連携室を通し積極的にお受けしており、画像診断レポート
を作成し依頼元に返信をしています。
　今後ともよろしくお願い申し上げます。

　地域連携機関の皆さま方には当院の地域連携に格別のご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　また、患者さんにおかれましても常日頃ご支援をいただき、誠にあり
がとうございます。地域連携だよりのコーナーでは当院の情報をお知ら
せいたしますので、今後ともよろしくお願いいたします。

ー第19回ー

「女性に優しい国？」

茨城県立中央病院
茨城県地域がんセンター

よし　 かわ　  ひろ     ゆき

病院長 吉川裕之

各診療科のご紹介

地域連携
だより

部長　児山　　健
こ　やま　　　　　　けん

放射線診断科・ＩＶＲ

　医療の現場から女性が暮らしやすい国について
考えるとき、思い出すことがあります。それは私が
総合診療医（病気を心身から全体的に診療する医
師）について検討する委員会に加わった時のこと
です。総合診療医は年齢にかかわらず診療すると
いう観点から、診療に小児も含むという点につい
ては複数の人の意見の一致がありましたが、性別
にかかわらずという点については消極的で、それに
加え、妊娠女性を対象にしたくないという雰囲気
を感じました。一方、アメリカの家庭医（総合診療
医）は分娩にさえ関わることがあるので、妊娠女
性の内科的診察も当然行います。また、妊娠前に
利用する妊娠前相談は家庭医の仕事であり、妊娠
後も妊娠のリスク評価や喫煙・飲酒、葉酸の摂
取、子宮頸がん検診、ワクチン接種、内科合併症に
対する薬剤の調整（安心な薬への変更）などにつ
いても相談に乗っています。それに比べると本邦
の医師は一般的に妊娠と薬について無関心である
ように見受けられます。ひとつ例をとってみますと
妊娠中・後期に降圧剤として投与されたACE-Iや
ARBによって胎児死亡が少なからず起こっている
のです。それは本邦の医薬品添付文書では降圧剤
に関して、さほど危険でない薬剤にまで禁忌に
なっているために、本当に禁忌な薬剤を理解して
いない医師が多いように思います。
　もう一つ最も有名なケースに経口避妊薬（ピル）
があります。中用量ピルの時代を含めると欧米に
比べて、承認は1960年から実に40年も遅れ、世
界で最も遅い1999年に承認されています。しか
し、望まない妊娠を避けるために自費で経口避妊
薬を服用することを40年間も承認しなかったにも

かかわらず、バイアグラに関しては申請からわずか
半年で承認されているのです。低用量ピルの承認
に反対したのはHIV感染症（エイズなど）の専門
家でありましたが、その多くは男性研究者であり、
また承認について関与したのも40~60歳代の男
性役人でした。望まない妊娠を予防する手段の重
要性を知るのは女性であるのにもかかわらず、女
性が承認の決定に関わっていなかったのです。ま
た、この当時のマスメディアには現在ほど女性も
多く活躍しておらず、10代女性が中絶しているこ
とも、その父親が知ることはあまりありませんでし
た（母親は知っていても）。本邦での承認後、最
近、経口避妊薬は３％～６％（欧米では50～
60％）と急に普及が始まり、現に10代の中絶は減
少しています。
　私が日本産婦人科学会で周産期の医師不足対
応の担当になった2005~６年には、多くの新聞
社、テレビ局の担当記者に女性が増えてきたこと
により、我々の訴えに耳を傾けてくれ、周産期医
療の実情を理解し、社会に向け情報発信してくれ
たように思います。男性記者中心なら、このような
改革は進まなかったであろうと思います。おそら
く、今なら経口避妊薬を承認しないようなことが
起こったとしたら、女性記者をはじめ、女性役人、
女性医師などが黙っているとは思えません。女性
のＱＯＬ（生活の質の向上）を高める重要な意思
決定の場に女性を参加させていないのは問題で
す。今後はこのような場にもきちんと女性も参加
し、本邦が真に女性が暮らしやすい国＝女性に優
しい国に変貌することを期待したいと思います。（※）カテーテルなどを用いて、血液、膿、滲出液、消化液など体内に貯留した液体を体外に排出する

　　　ことをいいます。
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無料（ご自由にお持ち帰り下さい）

「インフルエンザ」について冬の感染症

友部小学校５年生　医療教育モデル事業

募集人員：５名程度
雇用期間：採用から2020年３月31日まで
　　　　　契約更新有り（条件有り）
業務内容：医師が行う事務作業の補助をする業務

です。
電子カルテへの診察記録の代行入力
診察に関するデータの抽出、作成
各種保険の診断書や証明書などの作成
代行
カンファレンスの準備及び資料・議事
録の作成など

必要経験：医事業務の経験等があることが望まし
いが、未経験者でも可。パソコンスキ
ル（エクセル・ワード）

賃　　金：時給1,141円、他に賞与あり
　　　　　（院内保育所：空きがある場合は利用可）
勤務時間：原則９:00～16:00（週29時間勤務）

ドクターズ・クラーク（医師事務作業補助者）の募集

ご連絡先：事務局総務課　黒澤
　　　　 ☎0296－77－1121（内線2024）

多くの女性スタッフが活躍中！
仕事と家庭の両立もサポート。

　当院では、平成12年３月から毎年地域の皆様を対象とした公開講座と医療相談等を行っており、
今回で24回目を迎えます。
　今回は、「茨城県立中央病院におけるロボット支援手術への取り組み」をテーマとして、当院医
師による講演会を行います。また、専門医による医療相談や管理栄養士による栄養相談、看護師に
よる看護相談、薬剤師によるお薬相談、ソーシャル・ワーカーによる医療費相談を行いますので、
お気軽にご相談ください。

「ロボット支援手術のこれまで―日本の現状―」

「泌尿器科のロボット支援手術」

「子宮体癌に対するロボット支援手術」

「肺がんのロボット手術について」

第24回　公開講座開催のおしらせ

日　　時　令和２年２月29日㈯
　　　　　医療相談等：12:30～13:30　講演：13:30～15:15
会　　場　当院　外来ホール、内科診察室
申込方法　講演に参加される方は、事前に「参加申込書」をご提出ください。

参加申込書は当院窓口などに置いてあります。また当院ホームページからダウン
ロードできます。必要事項をご記入のうえ、直接総合受付にご提出いただくか、
FAXまたはＥメールでお申込みください。お電話でのお申し込みも承ります。

問合せ・参加申し込み先　茨城県立中央病院総務課
　　　　　　　　　　　　電話 （0296）77-1121　内線2016（平日：月～金曜８:30～17:00）
　　　　　　　　　　　　FAX （0296）77-2886
　　　　　　　　　　　　Ｅ-mail  soumu@chubyoin.pref.ibaraki.jp

※講演に参加される方は、事前にお申し
込みをお願いします。

※医療相談等は当日受付での先着順
になります。応募者多数の場合は、時
間の都合でご相談をお断りすることが
あります。
※参加費は無料です。

講演内容
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